
 

【報告】神戸 2025 ビジョン総括検証について 

「神戸 2025 ビジョン」では、目指すべき都市像である「海と山が育むグローバル貢献都市」の実現

に向けて、令和３年度（2021 年度）から令和７年度（2025 年度）までの５年間における７つの基本目

標とそれに紐づく施策及び KPI を掲げている。 

今年度は「神戸 2025 ビジョン」の最終年度となることから、これまでの取り組みの達成状況の総括

検証を行うとともに、外部有識者で構成される「神戸 2025 ビジョン推進会議」において、総括検証の

結果を報告し、委員より意見を聴取した。 

 

１ 総括検証の概要 

（１） 検証方法および評価基準 

令和３年度～令和６年度の４年間の実績をもとに、令和７年度末の実績見込を推計し、最終目標

値に対する達成状況を下記基準で評価した。 

達成済…令和６年度末実績が最終目標値を超える Ａ評価…最終目標値の８割以上 

Ｂ評価…最終目標値の５割以上８割未満     Ｃ評価…最終目標値の５割未満 

 

（２） 数値目標・KPI の評価結果 

 
数値目標 KPI 

達成 Ａ Ｂ Ｃ 達成 Ａ Ｂ Ｃ 

基本目標１ １ １   13 ７ ２ １ 

基本目標２   ２  ７ ９ ０ １ 

基本目標３  ２   ３ 10 ６ ４ 

基本目標４  １   ６ ４ ３ ０ 

基本目標５ １    ３ ４ １ ０ 

基本目標６ １    ３ ３ ３ ０ 

基本目標７  ２   ２ ４ ４ １ 

合計 ３ ６ ２ ０ 37 41 19 ７ 

 

（参考：神戸 2025 ビジョンの構成） 

２ 総括まとめ 

数値目標・KPI の多くが「達成済」・「Ａ評価」となり、「神戸 2025 ビジョン」に掲げる目標や施

策は、全体として概ね順調に進展したと評価できる。今後も、PDCA サイクルを着実に実践し、施策

の実効性を高めていくことが重要である。 

なお、基本目標２では、アンケート結果を用いた数値目標が「Ｂ評価」となる一方で、KPI の多

くは「達成済」・「Ａ評価」であり、相関が見られない結果となったため、次期計画策定に向けては、

適切な指標や目標設定となるよう慎重に検討していく必要がある。 

 

【参考資料】神戸 2025 ビジョン総括報告書（令和７年７月 30 日「神戸 2025 ビジョン推進会議」提出資料）より抜粋 

目指す都市像：「海と山が育むグローバル貢献都市」

基本目標１

魅力的な仕事の創

出と産学連携によ

る経済成長

基本目標２

妊娠・出産・子育

て支援と特色ある

教育環境の充実

基本目標３

多様な文化・芸

術・魅力づくり＿

＿＿＿＿＿＿＿＿

基本目標４

災害や感染症などを

踏まえた安全な社会

システムの構築

基本目標５

安心・健康でゆと

りあるくらしの実

現

基本目標６

将来にわたって持

続可能な都市空

間・インフラ

基本目標７

多様な市民の参画

による地域コミュ

ニティの活性化
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